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中
学
生
体
験
入
学

　
生
徒
会
体
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部
長
　
橋
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真
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郎

 

１
年
１
組
紹
介
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原
付
講
習
会
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８
月
　
日(

月)

　
日(

火)

に
自
動
車
学
校
で

二
輪
車
安
全
運
転
講
習
会
を
実
施
し
た
。
初

日
は
３
年
生
を
、
２
日
目
は
２
年
生
を
対
象

に
、
各
学
年
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
、
実
技

講
習
と
交
通
課
長
に
よ
る
交
通
安
全
講
話
を

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
２
時
間
か
け
て
行
っ
た
。

本
校
生
の
中
で
最
多
の
違
反
で
あ
る
一
時
不

停
止
に
つ
い
て
は
、
特
に
重
点
的
に
ご
指
導

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
交
通
安
全
協
会
の
方
々

　
８
月
　
日
、
沖
高
教
育
振
興
事
業
の
一
環
と

し
て
出
前
講
義
を
実
施
し
た
。
今
年
は
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
で
希
望
の
多
か
っ
た
分
野
を
専
門
と

す
る
　
名
の
先
生
方
を
、
県
内
外
の
国
公
立
・

私
立
大
、
短
大
か
ら
お
招
き
し
た
。
ど
の
先
生

方
も
、
沖
高
生
の
た
め
に
　
分
間
の
熱
い
授
業

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
大
学
・
短
大
で
の
授
業
が
ど
ん
な
も
の
か
、

ま
だ
ま
だ
生
徒
に
は
想
像
が
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。

中
に
は
「
も
う
勉
強
は
し
た
く
な
い
」
と
い
う

理
由
で
進
学
を
考
え
な
い
生
徒
も
い
る
と
聞
く
。

し
か
し
、
専
門
性
の
高
い
先
生
方
の
授
業
は
、

い
ず
れ
も
国
際
的
な
広
い
視
点
と
、
足
元
か
ら

掘
り
下
げ
る
深
さ
が
あ
り
、
生
徒
の
知
的
好
奇

心
を
刺
激
し
、
学
び
へ
の
意
欲
を
喚
起
す
る
も

の
に
な
っ
た
と
思
う
。
情
報
分
野
で
は
パ
ソ
コ

ン
室
で
の
ア
ニ
メ
作
成
、
体
育
分
野
で
は
機
器

を
用
い
た
ジ
ャ
ン
プ
測
定
・
デ
ー
タ
分
析
、
法

律
分
野
で
は
実
際
の
冤
罪
事
件
に
つ
い
て
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
生
徒
が
主
体
的
に
取

り
組
め
る
授
業
も
多
く
、

「
大
学
で
の
学
び
」
に

対
す
る
印
象
が
変
わ
っ

た
生
徒
も
い
た
は
ず
だ
。

　
沖
高
生
は
大
学
や
短

大
に
進
学
す
る
生
徒
が

全
て
で
は
な
い
。
た
だ
、

知
識
基
盤
社
会
と
言
わ

れ
、
さ
ら
に
変
革
の
激
し
い
今
の
時
代
を
生
き

て
い
く
た
め
に
、
学
ぶ
こ
と
の
意
義
や
学
び
続

け
る
姿
勢
は
、
進
学
・
就
職
に
関
わ
ら
ず
生
涯

必
要
と
さ
れ
る
も
の
だ
。
今
回
の
出
前
講
義
が

そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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１
年
１
組
は
男

子
　
名
、
女
子
　

名
、
担
任
は
田
上

先
生
、
副
担
任
は

大
迫
先
生
と
中
西

先
生
の
、
個
性
的

で
明
る
く
元
気
な

ク
ラ
ス
だ
。

　
４
月
に
入
学
し

て
も
う
半
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
。
入
学
し
た
最

初
の
こ
ろ
は
、
ク

ラ
ス
内
で
も
ぎ
こ

ち
な
か
っ
た
が
、

文
化
祭
や
体
育
祭

な
ど
の
学
校
行
事

を
通
し
て
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
結
束
力
が

強
ま
っ
て
き
て
い
る
。
も
う
す
ぐ
文
理
選
択
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
今
か
ら
進
路
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
考
え
て
自
分
の
進
む
道
を
決
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
勉
強
と
部
活
動
を
ち
ゃ
ん
と

両
立
さ
せ
、
切
り
替
え
の
で
き
る
ク
ラ
ス
と
な

る
よ
う
に
、
　
名
の
仲
間
と
３
名
の
先
生
方
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
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「せりよさ」は沖永良部島の古名

 (

委
員
長 

長
山
将
之)

　
守
ろ
う
マ
ナ
ー
・
無
事
故
無
違
反

の
協
力
で
、
地
域
で
原
付
の
修
理
点
検
を
な
さ

っ
て
い
る
方
に
車
体
検
査
も
し
て
い
た
だ
い
た
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
と
と

も
に
、
車
体
整
備
に
も
努

め
て
ほ
し
い
。

　
今
回
の
講
習
会
で
は
、

改
め
て
多
く
の
地
域
の
方

々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
実
感
し
た
。
今
後
も

地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
、
無
事
故
無
違
反

を
目
指
し
た
い
。

96

　
低
気
圧
が
台
風
　
号
と
な
り
接
近
す
る
中
、

第
　
回
沖
永
良
部
高
等
学
校
体
育
祭
が
開
催

さ
れ
た
。
前
日
は
大
雨
で
予
行
練
習
も
で
き

ず
、
当
日
は
夜
明
け
前
か
ら
、
水
た
ま
り
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
た
め
、
部
活
動
生
が
集

ま
っ
て
く
れ
た
。
白
線
ラ
イ
ン
も
雨
に
消
え
、

書
い
て
は
消
え
を
繰
り
返
す
中
、
愚
痴
一
つ

こ
ぼ
さ
ず
黙
々
と
頑
張
る
姿
に
、
感
謝
の
気

持
ち
が
こ
み
上
げ
た
。
こ
れ
こ
そ
沖
高
の
良

き
伝
統
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
体
育
祭
の

成
功
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
　

　
本
校
の
体
育
祭
は
、
知
名
・
和
泊
の
両
町

が
一
緒
に
参
加
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
来

賓
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
地
域
の
方
々

が
来
校
し
て
下
さ
り
、
体
育
祭
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
。
皆
さ
ん
に
は
日
頃

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
感
謝
の
気
持

ち
は
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
大
き
い
。

　
演
技
で
は
エ
イ
サ
ー
の
発

表
が
あ
る
。
本
校
は
体
育
の

授
業
で
エ
イ
サ
ー
の
選
択
が

あ
り
、
彼
ら
に
よ
る
創
作
演

技
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
を

楽
し
み
に
見
に
来
る
人
も
少

な
く
な
い
。
昨
年
同
様
生
徒

ら
に
よ
る
三
味
線
を
加
え
て

の
発
表
だ
っ
た
。
練
習
の
甲

斐
も
あ
っ
て
、
と
て
も
い
い

も
の
に
な
っ
た
。

　
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
競
技

で
会
場
が
沸
い
た
が
、
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
３
年

生
に
よ
る
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

だ
。
そ
れ
は
３
年
生
の
団
結

力
を
表
し
て
い
る
か
ら
だ
。

今
年
も
い
い
雰
囲
気
で
楽
し

そ
う
に
踊
っ
て
い
て
、
と
て

も
羨
ま
し
か
っ
た
。
こ
の
団

結
力
で
受
験
も
頑
張
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　
結
果
は
応
援
の
部
３
年
生
優
勝
、
競
技
の

部
２
年
生
優
勝
で
体
育
祭
の
幕
は
閉
じ
た
。

　
新
生
徒
会
で
の
初
め
て
の
行
事
で
戸
惑
う

こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
執
行
部
の
仲
間
や
、

旧
執
行
部
の
先
輩
方
の
支
え
も
あ
り
、
無
事

体
育
祭
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
生
徒
全
員
で
協
力
し
合
い
、
先
輩
方
の

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
そ
し
て
新
た
に
発
展
さ

せ
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

　
８
月
　
日
、
島
内
４
中
学
校
か
ら
中
学
生
　

名
と
先
生
方
６
名
が
参
加
し
、
体
験
入
学
が
開

催
さ
れ
た
。
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
沖
永

良
部
高
校
を
満
喫
し
て
も
ら
っ
た
。

　
開
会
行
事
の
後
、
中

学
生
は
商
業
科
目
１
つ

と
、
国
語
・
数
学
・
英

語
・
社
会
・
理
科
の
５

教
科
か
ら
１
つ
を
選
択

し
、
そ
れ
ぞ
れ
　
分
間

の
授
業
を
体
験
し
た
。

実
験
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
を
取
り
入
れ

た
授
業
に
、
中
学
生
は

目
を
輝
か
せ
て
い
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
以

前
か
ら
沖
高
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

さ
ら
に
興
味
が
増
し
た
。
授
業
も
レ
ベ
ル
が
高

い
と
思
っ
た
」
「
英
語
の
授
業
で
は
全
て
英
語

で
話
を
し
て
い
て
驚
い
た
が
、
楽
し
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。
ま
た
、
実
際
に
３
年

生
が
キ
ー
ボ
ー
ド
を
使
い
、
文
章
を
入
力
し
て

い
く
タ
イ
ピ
ン
グ
を
披
露
し
た
商
業
科
目
の
授

業
に
対
し
て
は
、
「
先
輩
の
タ
イ
ピ
ン
グ
の
速

さ
に
驚
い
た
。
優
し
く
教
え
て
く
れ
た
の
で
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
「
エ
ク
セ
ル
の
機
能
が

こ
ん
な
に
も
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い

う
感
想
が
聞
か
れ
た
。
そ
の
後
の
部
活
動
体
験

で
も
、
本
校
生
と
と
も
に
練
習
に
励
む
中
学
生

の
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
体
験
入
学
を
通
し
て
、
沖
高
や
高
校
生
活
を

垣
間
見
て
、
志
望
校
決
定
の
一
助
と
な
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
高
校
入
学
に
向
け
、
学
習
面
で
も

頑
張
っ
て
く
れ
る
と
思
う
。
自
ら
運
命
を
開
拓

し
て
欲
し
い
。

 

大
学
・
短
大
出
前
講
義

一
緒
に
沖
永
良
部
島
の
未
来
を
築
こ
う

 

書
道
部
紹
介

 (

部
長 

　
林
　
美
香)

 
 

私
た
ち
は
、
水
口
先
生
・
杉
木
先
生
の
ご
指

導
の
も
と
、
２
年
生
４
名
、
１
年
生
３
名
の
７

名
で
活
動
し
て
い
る
。
文
化
祭
で
は
、
あ
し
び

の
郷
で
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
新
た

な
試
み
に
挑
戦
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
で
、
さ
ら
に
書
道
部
と
し
て
の
結
束

を
固
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
普
段
は
、
各
々
が
違
う
書
体
や
書
風
で
、
黙
々

と
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
中
に
は
、
一
枚
に

６
時
間
も
か
か
る
作
品
も
あ
り
、
集
中
力
と
忍

耐
力
が
試
さ
れ
、
常
に
自
分
と
の
闘
い
だ
。
そ

ん
な
時
こ
そ
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
最
高
の
作

品
に
仕
上
が
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

　
今
後
も
日
々
の

積
み
重
ね
を
大
事

に
し
て
、
全
国
・

九
州
大
会
を
目
標

に
、
自
分
自
身
を

更
な
る
高
み
へ
と

押
し
上
げ
て
い
く

よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。

水�

後
期
生
徒
会
常
任
委
員
会(

　 

時
～)

木�金�土�日�月�

●
中
間
考
査

火�

●
中
間
考
査

水�

●
中
間
考
査

　 

交
通
安
全
教
室
（
３
限
終
了
後)

木�金�

全
校
朝
礼
（
服
装
容
儀
検
査
）

 

　
安
全
点
検
日

土�日�

英
検
　
開
陽
Ｓ

月�

体
育
の
日

火�

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
講
演
会(

６
限
・
７
限)

水�

学
年
会  

木�金�

交
通
安
全
の
日

土�

進
研
記
述
（
３
普
）

日�

進
研
記
述
（
３
普
）

 

　
開
陽
Ｓ
　

月�

学
科
朝
礼

 

　
教
育
相
談
（
全
学
年
～
　
日
ま
で
）

火�

弁
論
大
会
本
選(

Ｌ
Ｈ
Ｒ
）

水�

運
営
委
員
会

木�金�

教
育
相
談
最
終
日

土�

土
曜
課
外

日 

開
陽
Ｓ
　 

各
大
学
プ
レ
テ
ス
ト

月�

学
年
朝
礼

火�

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

水�木�

火
曜
授
業
　
統
一
Ｌ
Ｈ
Ｒ
　

金�

職
員
会
議
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月
行
事
予
定
表

 10
　
新
生
徒
会
が
発
足
し
た
の
で
紹
介
し
た
い
。

会
　
長
（
２
の
２
吉
田
　
雄
輝
）

副
会
長
（
２
の
１
森
　
愛
香
音
）

副
会
長
（
２
の
１
菊
地
　
美
月
）

書
　
記
（
２
の
２
南
山
　
浩
人
）

会
　
計
（
１
の
３
今
井
　
美
樹
）

週
番
長
（
１
の
２
今
井
　
　
伶
）

体
育
部
長

（
２
の
１
橋
本
真
太
郎
）

文
化
部
長

（
２
の
１
東
山
　
永
夢
）

　
僕
は
昨
年
度
か
ら
執
行
部
に
関
わ
っ

て
き
た
。
新
生
徒
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
ま
た
雰
囲
気
が
一
新
し
た
と
思
う
。

ま
だ
ま
だ
未
熟

な
僕
た
ち
だ
が
、

意
欲
は
十
分
だ
。

精
力
的
に
動
き

た
い
。
生
徒
会

が
中
心
に
な
り

更
に
活
気
の
あ

る
沖
高
を
創
っ

て
い
き
た
い
と

思
う
。

 

新
生
徒
会
役
員
紹
介

　
生
徒
会
長
　
吉
田 

雄
輝


